
第2部

就学前から卒業後につけがる

支援体制
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福祉

暑暑ギ把聖豊「皆軸
教育

特別支援教育コーディネーター養成

賄廊縫材の動暴

京 都  府

広1或特別支援連携協議会
教育、医療、保健、福祉、労働等の関係部局や大学、親の会等の関

係者が参加し障害のある幼児児童生徒に対する支援体制の整備に

ついて協議します。

特別

岳縁&星畠『

事業
 晨:]蜜墨喬花
の設置

1 携
暴糟肇民皇経
監

各 支 援 地 域 ・市 町 村

支援地域連携協議会

教育局管内ごとに府立養護学校や関係機関等の関係者が参加
し、管内の特別支援教育の推進と支援の在り方を検討します。

十‐‐‐一福祉

教育周

剛

腎
下
施
品
1更

玉 夏 ト
養護学校の

センター的機能

、 早 期発達支援
｀
● 幼稚園

慕 ● 保育所 本

t主苺

後 翼
畿

/機
じ

盟 卿報

教育セ

就労移行支援

●高校

就労支援

●障害者職業
センター

|―  医 療機関

児童相談所

通園施設

、地域生活支援
｀特別支援教育     |

● 小コ中日高校   |

れ11:!!」」lii!1:i嬰|

養護学校・地域等連携

推進事業の実施

勢亨押謀:詩却派遺
・
軽:

修講座開催等  ―

校内体制の整備

○校内委員会の設置・運営

○特別支援教育コーディネーターの指名

○個別の教育支援計画策定

早期発見

● 16歳児健診

03歳 児健診

● 就学時健汰

必

/ 封
L こ と こ 二 土 ▲ 主 = _ _ _

、`、「
十一一一―

個別の支援計画

(平成18年 度京都府特別支援体制推進事業/文 部科学省特別支援教育課作成資料参照)

一―一十一―一――
                 レ //
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幼稚国におrtる特呂J夜輝教育の実践

亀岡市の幼稚園における特別支援教育の推進について

平成 18年度、亀岡市は市立幼稚園 (3園)に おける特別支援教育推進体制の確立を図るため、

個別支援が老、要な子どもを支援するシステムの構築を図つた。小 ・中学校での支援体制の確立の

観点を参考に、就学前としての特性を考慮しながら、以下の点について整備を進めた。

f~~盲丙濡「万肩察丁丁
‐
:丁ぢがiデr√万だ丁

一―― ― ‐‐ … … ― … … … ― … … … … … ― … … … … … … Ⅲ
、

ゴ逸  |1   0国 内委員会

l   ② 特別支援教育コ
ーディネーターの指名― ……… …  …

  ● …鶴 |l   ③ 個別の指導計画の作成

1  体 制整備にかかわるホイント                    |

1   0支 援を必要とする幼児の早期発見・早期発達支援         |

l   ② 専門機関の活用と関連機関との連携               i

t,___Q生 主|ミ生Q上 生生∽ _____… ………………………………………)

(1)幼 児を支援するための園内体制の構築 ・ ツール①②の確立

因内委員会の設置と特別支援教育コーディネーーターの指名を進めながら、次の視点で共通理

解を図り、具体的な支援についてのサポー ト体制を整えた.

ア 担任が抱え込まないこと.

・気づきを大切に

ル の 信 縞 閣 修 ル 岸打 | ― l ■ 号

例 :A幼 稚園の園内体帝J

担任 ・保護者の気づき

本日談
情

イ チームとして取り組むこと

・コーディネーターが中心に

・具体的な支援の手立ての検討

エ 門機関の活用と関係機関との

力
午
角
理
集

刀
午
と
柑
，

画
理

議
　
討
計
通

会
告
検
導
共

同
報
の
指
の
修

合
の
策
の
員
研

員
議
援
別
職
内

職
会
支
個
教
園

全
コーディネーター

国内委員会
園長 担 任 コ ーディネーター 養 護教諭等

専門1機関
関係機関画     ど第署千11:合   |

園内支援

保護者 ・園職員の理解と協力

(2)個 別の指導計画の作成 ・・・ツール③の確立

今年度は、個別支援の老、要な幼児 (発達が気になる幼児を含め)の 発達状況や専門家のア ド

バイス、保護者の願いを踏まえ、長期目標 ・短期日標 ・具体的な支援 ・評価の記載方法などの

検討を進めたc「特別支援教育推進ガイ ドJ(H173府 教委奄行)を 参考に、「役に立つものJ

「具体性のあるものJと いう2つ のポイン トを大切にした。

特に、幼児の発達の特性を踏まえた適切な支援となるように、幼稚園教育要領の 5領域をも

とに、具体的な保育支援につながる内容で項目を設定した.ま た、誰でt)個別の指導計画を見

てその子への対応のホイン トがわかることを心がけて作成したi
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平成 18F十二度 個別のf旨卓 ;1画

丈暗1刊( に」  ″

クラス名 ;

i [ ! ! 「名 :

リサ'こγ i
′:白i ' 1 1

・1 1 古t l 竿

,FIキ :ブ)|lti'と

・七僅故 介|)記妹

え  態  十年 十七 Hi 町

l t i t‐a i

食中、‖」,

・物y ) | |十1 1

≡

千

と動 ,,71N山|

健噂て■皆
・41身逆班、 リ イ!、十

1 業 向i

' え t く` ‐ t る

子1岳い'控十1コi Ⅲ

古ユ ・r  i t t F i F t t i
・こと|!、「うヽ |=

・物 いヽかt ,ヽ!

ア、 、げ) テト

争こI J 本町

そ rl他

※幼稚園の 「個別の指導計画J例

N01 (実 態調べ〉 N02 (1学 期〉

検査けから

(医療専門機日)

N03 (2学 期)

※ B児 への具体的な支援例

(支援用絵カー ド等)

(3)体 制整備に関わるホイント

0支 援を必要とする幼児の気付き ,具体的な教育支援の在り方
・教職具への研修の充実 (3園 合同研修、亀1司市教育研究所研修講座への参加)
。園内の特別支援教育推進体市1の在り方
・個別の指導計画作成に向けての研修

0専 li可機関の活舟J・関連機関等との連携
・亀司市就学指導委虫会 (教育相談事業)と の連携
・亀1同市特別支援教育巡同村1談委員会の活用
・発達障官児相談支援なんたんモデル事業 (京都府南丹保健所)と の連携

0各 小学校との連携

(4)成 果と課題

研修や|れ議を通して、各幼稚園の特別支援教育の体制整備を進めた。特に 「1同別の指導計画J

の作成を通して、必要な教育支援の具体的方法や視点の共有化が図れた.ま た、園内支援の立

場に立ちテ ィームとして支援することの理解と認識が深められた.

しかし、日常的にサホー ト体制がうまく機能していくためには、 ‐人 ‐人の教員の専門性の

向上を図ることが大切である!幼 椎園教員対象の特別支援教育に関わる研修、また、市内三園

合1司の研修機会を活用し事例検討キを積版的に取り組むことが必要であるこ

また、小学校ヘー貫した支援へつないでいくため、専門機関 ・関係機関、小学校との連携を

深め、「個別の教育支援計画J策 定に向|ナた取組を推進していくことt)課題である.
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高等挙蔽におrtる時BIJ支援教育の実瞬
京都府立の高年学校では今年度モデル校に指定された学校をはじめ、いくつかの高等学

校で、ニーズに応 じて在籍生徒の教育相談や、特別支援教育コーディネーター養成研修の

受講など 「できるところから」の取組が始まつています_

治i等学校での支援 ・配慮の在り方、卒業後ブ)i堂路に向けた取組の中で、本人が障害をど

うとらえているか、中学校や保護者等から障害について連絡がある場合とない場合の対応、

それらの状況により医師の診断を勧めることの是非などが課題としてあ|ザられています.

平成 19年 4月 からは、高等学校においても校内体制の整備を行うことになりますので、

高等学校における体市1づくりや取組の参考としていただtするよう、その
一
部とそこで工夫

され、使用された資料を紹介します.

情報の収集と対応

0対 象化従 ・保護者 ・fH任 ・コーディネーターで rl面談

本人 ・保護者の学校への思いや 「これからどうしたいか」などの聞き取り

② 障害特性の把握

聞き取りやチェックリスト等の利用―教科担任へのアンケー トも併用 (資料Ⅱ)

0支 援言十回の作成

0、 ②をもとに支援計画を作成 (現状把握、具体的支援等 :資料 1-1～ 4)

0対 象生徒への支援

進級及び進路実現や 「生きる力Jを 身に付けられることを目指した支援/73実施

教職員の共通認識

0校 内委員会にあたる会議等で報告し教科担任 ・学年部には随時確認

3 ケ ーススタディ形式で教職員研修を実施 (講師 :養護学校巡回相談員など)

0必 要に応じて教科担当者会議を持ち、学校生活上支障を来している事象や、指示 ・

言葉かけの仕方について確認

巡回相談員等の活用

C発 達検査竿の実施

0障 害特性 ・検査結果等に配慮した具体的な支援計画の作成

0対 象生徒 ・保f篭者とσD神談

0そ の他の気になる生徒についての授業の参観 ・必要な支援の検討

高等学校において、特局」支援教育を推進するために工夫したいこと

0 「 校内委員会」を新しく設置するのではなく、既存の会議にその役害JをネRみ込む.

文は、設置した 「校内委員会」に既存の会議を吸収する。

② 校 内で 「できること」と 「できないことJを 整理 しておく.
「できること」は具体的な展開方法を整理しておく.
「できないことJは 「する必要があるJ「した方が良い」「しなくても良いJに 分類

し、それぞれの代案やしなくても良い理由等を明確にしておくt

③  十L!任やコーディネーターまかせにならないよう、どの生徒も「複数の目で見守り、

対応 しよう」 とい う体制をつ くる。

モデル校からのメッセージ
「特局」支援教育」の視点は障害の有無に関わらす、一人一人の生徒のニーズに応えるため

には、有効な手立てだと思しヽます。得意の野は更に伸ばし、不得意鉛野は克服できるよう

に集団の中で取り組む、まさに教育の原点ではないかという気がします。
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生徒指導 ・不登校対策とのつながり

0 必 要な生徒には,と、要な支援を

適切な支援を受けることにより、進級 ・進路保障につながる。

〔 支 援 を 必 要 と す る 生 徒 〕
〔ありがちな現象〕

《生徒指導 ・進路指導の対象》

《特別支援教育の対象》

② 教 職員の共通認識に基づく一貫した対応が4:徒への支援には不可欠

学校の事例年を活用した校内研修等を通して、教職員の専門性向上を図る。

校内研修

0 生 徒を見る視″点や支援のヒント

高校段階になると、障害の有無が判断しがたい場合や、その特性があまり目立たない

など、研修で示される典型的なタイブでないことが多い。

そのため支援を老、要としている生徒かどうかを見極める時の祝点や、支援のヒントを

主体とする内容で実施した.

0 発 達検査の目的とその結果の伝え方など

発達検査は何のために実施するのか、数値は何を表しているのか、検査結果が指導に

どのようにつながるのか、保護者や本人にどのように伝えるのか、など具体的な事例を

もとに実施した。

0 校 内の事例による具体的支援策

研修の実施にあたり、各学年部に発達障害の見られる生徒 ・障害が疑われる生徒を

挙げてもらい、該当生徒のアセスメント票を作成して研修当日支援方法についてのア

ドバイスを依頼した。当事者意識を持つて研修に参加できた。

先進校視察 (福島県研究開発学校中間発表)よ り

高等学校における教育的ニーズに対応した指導の在リカ
ニーズに応じて教育課程に次の項目を取り入れ、個別の教育支援計画につなげる。

O LD等 の生徒への学習支援

② ス トレスマネジメント教育

① ソーシャルスキルトレーニング (SST)

O SSTの 実践場面iとしての就業体験 (インターンシップ)

正三〉 LD等 の生徒への支援は、他の生徒にも有効であった
～ 「気付き」から 「支援」へ、そして 「笑顔」へ～とするため

校内の組織的な文]応と関係機関の連携が欠かせなしヽ。

長期欠席

問題行動

学力不振 等

跳縛発梁 降はる
アスベルガー症候群 等

からかいの対象、友人との トラ

ブル、怠けと誤解される

社会性の末熟さ

コミュニケーション課題

こだわり、感党過敏 竿
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<様 す(伊II-1>

<様 式例 1-2>

〔
）

（じ O C  支  援  計  画

アセスメント

本ブ、録 生育雁 (」ゆ !11'計をでの様 丁 諸検査 白]能・認角lff性・そブ)他)

家族構成

棟一■
一

家族状況

校内での対rt

カウンセリング

支援方針

l_人172希望 i治にの見解 総合教育センター′)比解 校内での支援

3 生 活

を  出 宅宇習

3 掟 米

3 進 級

こ 進 路

<支 援目標'

C l'舌

3 自 宅学習

C 授 業

0 進 級

C 進 路

<体制>

(現 在まで'

<今 後>
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<様 式十fl I-3'

<様 式何11-4■ 〔
じ

〔
）

〔
）

かせ

C C 0 0  支  援  計  画

支 援  【;1 画

現状把握

41

l a l

教鳥市のを問の聞きH文り具合

戸f!角ギ

き欲・態度

集中度

連軍や吾年におけるイく器用の有無

短期記憶の星 (1階1に記1き・警写十る

曇)

舌読 ・黙読の ll

好きなこと・得意なこ

その他

イ「

動

す画

於題ヤヽげ)集中度

持ち物の整弾||況ヽ

篤 」的f汚ホンヽの反応

十回号り山勺1青ィや 1ヽ7)反「L

3 そ げ)他

対

ノ(

関

係

社
　
ベ
ム

性

位者⌒ヴ)関心疫

りとりの行無

困った場面での子助|すや要求の有無

協調性やツーシャルスキル

友亡との交流の役度

グルーブゃ学級′ヽ17活動の関与

集卜J内での自己主張の様子

そダ)他

具体的支援

斥斗 「l

字期評定
欠課/遅 亥J

定
刻
評
遅
期
／
学
課
二
欠

宇年期評定
久課/遅 刻

功萩

　
よ
門
　
侑
〕

ア
　
　
フ
　
　
ロ
　

‐
‐
　
手

授業

家唾宇習

テス トキ1策

学十交
/JJ舌・態度

得意なこと。占
:千オ

進路

学校での情場lDF

I本市1

その他

（し

〔
，
　
０

（
）

1白分さがし・白汗文のれ権↓二

情倍 ・感性ブ)市ち

末ツ、げ)性格 ・気質

夜ブ、関係

rぃ1・11ィ|!

自己客紐性 とメタた:キ(何がわ

ないかがわかること)

内面の言語化と整理

由己有能感

SCと の連携

その他

夕とヽ

F i !

白勺

了
ア

フ

子
）

（
）

家

庭

的

ア

フ

ロ

ー

チ

家族関係

家にでのキー

その他

医

学

的

ア

ア

ロ

ー

チ

（
）
　

ｒ
〕
　

（
）
　

（
）
　

（
〕

神絶1止・′亡ヽ身症 。うつ塙等はなt

栗手療法 ・心理猿法

ストレス

に原との連携

そび)他
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校内組織の例

高等学校では、新規に特別支援教育の校内委員会を設置するところはほとんどなく、既存

の組織がその役害1を兼ねていたケースが多い.

「身体や′亡ヽの発達に障告やつまずきのある仕徒を的確に把握 し、対象生徒の教育相談及び

指導方法を検討する」ことが任務の 「教育相談協議会Jが 兼ねる.

保健部にある 「教育相談会議」カミ「特別支援教育推進会議Jを 兼ねる.
・原則として、保健部長が招集する.
・個別の事例は、特別支援教育コーディネーター (養護教諭が兼務)が 関係担任、関係

学年部長と相談して、保健部長に開催を依頼する。
・研修等の場合は、保健部長が管理職 と開催の可否 。日時等を相談 し開催する。
・ 開催時間は、原則として授業終了後とする。

校内組織としての特別支援体制はないが、学年とし

援を行うこ「学年会」「教科担当者会議Jで 情報共有し

ての特別支援体制により対象生徒の文

「月例教育相談会議」で現状報告する.

教育相談小会議

保健部長、差f隻教f`i、す:!任、

コー千
ヾ
|千
―ター

府教育委員会

府総合教育センター

養護学校

医療機関

児童相談所

ハローワーク

大学、その他

教育相談会議

校長、副校長、保健洵;長、養

護教諭、教務部長、生徒指卓部長、

各学年十とと当者、SC、 ヨーギ r十ター

教科1キ:任会議
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特別支援教育コーティネー々―の音成研修

京都府では、特弓|1支援教育体制推進事業の
ち環として特号1支援教育コーディネーター研修を京

都府総合教育センターで行っています_

センターでは、特別支援教育コーディネーター養成講座、養成講座修 F者の実践力の向上と,

リーダー層び)育成及び各市町村での研修拡充′ヽの波及をねらいとする特別支援教育コーディネ

ータースキルアップ講座を実施しています.平 成 18年 度より新たに特別支援教育の理解の徹底

を図るため、幼稚園、高等学校t)加え、全校種の教員を対象に研修を実施しました=た くさんの

教員が受講し、熱心に講義や研究協議がなされました

校長講座、生徒指導研究講座、幼稚園講座、事務職真講性等多くの講座で、特別支援教育とコ

ーディネーターの役存1、不登校など二次障害と特別支援教育について広く研修を実施しました,

【平成18年度特別支援教育コーディネーター養成講座 (3回講座)】

,1 ')↓

特別支援教育コーティネーターとしての資質,吉と力の向上を図る

!31ャD、 ADHl)、 高機能ド1開柱等の認角|や行動の特性と教育的支援の在り方

ぞ児童生徒の実態の勅 1・「平価と個号1の指卓計画作成についてのデ収解

3特別支援教育を推進十る校内支援体市」の構築と運用に必要な知識、技能、態度

受話対象 幼稚園、小。中学校、十市等学校及び吉・警 ・差護
′4ヽ1たの特巧1支援教育コー子

・
|イー'一又1主候補者

定  皆 1 センター各100イ 、ク|ヒ部研修II「F各80名

前 座 名 |]ILD、ADHD I字 3アセスメント C支援体制

:首度内容

i歳義 ,「Iヵl)、Ar)H ID、 古illt

市ヒ白門症持のF帥牢と文1妥」

実践た大 ・研究協議 :~本人や

学級Ⅲl任、保護者ヘブ)支援J

;巌義 !「lH可|の指卓汚1向の

イ午Ⅲ蛇と言平hili」

演習 :「情報の収集→アセ

スメン ト→判断仮説→個

別のす旨ヽ 占|=画の作成」

詰義 :「校い1支援体怖1ブ)構築と推

進

実践チさ表 !「特別支援教育コーデ

ィネーターの役字コIJ

演習 :「校内委員会のi堂め方」

1多 F者 3講 座受「持告 :1147名 Oj6、 小 78、中33、首警養 21、高 9)

【平成 18年 度特別支援教育コーディネータースキルアップ講座 (8講 座)】

ね ら tヽ

D特弓|1支援教育コーディネーターとしての役告1と活動の理解と実践力の向Jiを図る:

3支援ブルピ要な児北li従ヘヴ)女十を方策を具体化する実践的持卓力の向Lを図る「

3地域においてスーーハーバイザー的役
″
浄|を来たす特別支援教育コーディネーター育成

会  場 卜̀十1交61々、 叫1′`+41交2+交 (17午引= /1ヽ
た
卜十交61交)

受講対象 各教育lnJ背内の小 ・中
デ
十1資及び芦・警 ・差i筆4■技y, コす |十ヤー養成f汗修J ttr者

定   真 各 40名

話庄内容

公開授業 (i白官め字殻の LD、 ADHD等 の児主生従への授業にお|する指争 支援)

実践奄京 (コーディネーターげ)役待」と活動)

研究協議 ( 人  ブ、のニースに応 じた十一ム支援を推進十るたF)のコーデ ィネータ
ーブ)

イ生常1と1舌ell)

受講者枚 言128t)名
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特巧|1支援教育コーディネーターは、特別支援教育の体制整備の牽引役であり、その養成は地域

の、学校の特別支援教育の推進に対し、大きく影響を与えることが各地の特別支援教育コーディ

ネーターの実践により実証されてきました。

特別支援教育コーディネーター養成講座修了者教は平成 15年度から平成 18年度の合計816

名と、すでに京都府の小・中学校教の2倍を超えており、各学校、地域での特別支援教育の推進

役として、大きな期待が寄せられています.

LD、 畑 HD、 高機能自Ff5症等のチ里解や指導の進め方等の他に、特別支援教育の視点を生か

した学級経営や通常の学級の授業改善につながる研究や研修にしていく必要があります。

《これからの特別支援教育コーディネーター養成研修と全教職員に対する研修》

特別支援教育の推進のための学校教育法等の一部改正が、平成 19年 ■月1日から施行され、

幼児児童生徒の個々のニーズに柔軟に対応し、適切な指導及び支援を行う観点から、障害のある

幼児児童生徒の教育の一層の充実を図ることが強く求められてきています。幼稚園から高等学校

までの全校種で、校内委員会やコーディネーターの機能的な運用による特別支援教育の充実、全

教職員の資質能力、実践的指導力の育成向上を図る必要があります.

今後センターの養成講座でも、より1某践的な内容が必要だと考えています.平 成 19年 度は、

LD、畑 HD等 の理解やアセスメントの作成、校内支援体市」の整備という内容に加え、「チームで

活動していく」上で必要な、会議の活″性化、チームの合意形成やアクション・ブランの作成等も

研修します。スキルアック講座では、より地域の特色やニーズに応じた内容にしていきます.

【受講者の声から】

①研究協議を通して、校内会議や校内研修会のもち方、地域の関係機関との連携などについて

学んだことを白校での活動に反映させたいs

O指 導仮説lrl説明を受けてから授業を参観できたので、特性に応じた指導の在り方を具体的

に理解できたtま た、研修で学んだ色チョークによる工夫、発問や注意をする時の声の調子

などが参考になり、明日からの授業の中で活かしていきたい。

①研究協議で設定されたようなコーディネーターの連携を深める機会を各市D」村でどのよう

に作るかを考えていきたい.
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巡回相談や相談窓日の御棄向

一人一人の理解とニーズに応 じた教育的支援のために保護者のみなさんや先生方が気

軽に相談できるシステムづくりを進めていますt

府のシステムの他、市町村独白の相談先もありますので、御利用しやすいところへお

問い合わせください.

支援地域単位で巡回相談チームがあり、保育閑、幼稚園などの就学前から高等学校の

方まで利用できます.

Q:どんなことが相談できるの
広汎性発達障害 (自開症、アス八ルガー症候群、

高機能自閉症等)、LD(学 習障害)、ADHD(ヤ 主

意欠陥 。多動性障害)、言語発達の遅れ、運動機

能障害など

①

①

①

○

お子さんの障害や発達について

家庭、地域及び学校での生活について

困つていること、悩んでいること

就学について

-6tどんなことが期待できるの

悩んでおられることについて、じっくりお話を聞きます。

障害の状態や現在の支援の状況を把握します。

指導方法や支援方法の助言をします。

①

①

①

固別の教育

支援計画の検討

談内容に応じた助言ど
行います。また、教育 ・

医療 ・福祉機関等が行っ

ている支援や地域におけ

る取組の情報提供及び紹

介等をおこないます。

それぞれのお子さんσ)

将来に向けて、今、何が

望ま しい指導内容なの

か、またどのような手立

てや配慮が効果的なの

か助言 します。

今後の学習指導に生

かすため、お子さんの

得意分野、苦手分野を

知 る手がか りとして

行います。

件衛付封柏護革サ)こ布留こより均也しまi十)

検査例

WISC一 回 (知能検査)

新版 K式 2001発 達検査

K―ABC(″亡ヽ理 ・教育アセスルトボンテ'~)など
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Q:ど こに申し込めばいいの

○ 保 護者の皆さんは、園や学校の先生に相談してみましょう。

園や学校では校内委員会等を設置し、特別支援教育コーディーネーター等が中心にな

って、学校 (園)全 体で支援を行うためのシステムづくりを進めています。

○ 園 や学校が行う支援を支えるために、巡回相談チ
ームがあります。

巡回相談チームは医師、臨床心理士、教員等で構成しており、申込みにより学校へ

行き、相談に応じます。

*高 等学校は、学校所在地の対象市町村を受け持つ相談窓口を御利用ください。

ただし、京都市内に設置されている高等学校は桃山養護学校が窓口になります。

京都府総含教育センター及び総含教育センター北部研修所

電話、来所、巡回による教育相談を実施しています。

ふれあい。すこやかテレフォン 075-61

ふれあい。すこやかテレフォン 0773-4

専門家チームによるケース検討会議

医師、臨床心理士、教員等幅広い分野の専門家で構成する専門家テ
ームを設置してい

ます。学校や市町村教育委員会のアセスメント等に基づき、より専門的な見地から効果

的な支援のあり方を検討します。

2 - 3 2 6 8ま たは 3301

3 - 0 3 9 0

詳しくは園、学校又は下記の相談窓口にお問い合わせください。

平成 19年 度の相談窓口 電話番号 対象市町村 ・内容等
所 管

教育局

向日が丘子ども相談支援センター 075(951)8361 向日市 長 岡京市 大 山崎町 乙 訂‖

桃山養護学校地域支援センタ
ー 075(621)4208 宇治市 八 幡市

山 城

南山城相談支援センター
0774(72)725

5

城陽市 京 田辺市 木 津川市

久御山町 井 手町 宇 治田原町

笠置町 和 束町 精 華町 南山城村

府立丹波養護学校地域支援センター 0771(42)5185 亀岡市 南 丹市 京 丹波町 南  丹

中丹養護学校教育支援センター 0773(32)0011 綾部市 福 知山市

中 丹
府立舞鶴養護学校特別支援教育

トータルサポートセンター
0773(78)3133 舞鶴市

丹後地域教育支援センターよさのうみ 0772(46)2770
宮津市 京 丹後市 与謝野町

伊根町
丹 後

地域支援部 「サポー トJOYO」 0774(53)7100 病弱に係る相談

視援教育相談室 075(492)6733 視覚障害に係る相談 (南部)

京都府北部視覚支援センター 0773(75)1094 視覚障害に係る相談 (北部)

京都府聴覚支援センター 075(461)8121 聴覚障害に係る相談 (南部)

京都府北部聴覚支援センター 0773(75)1094 聴覚障害に係る相談 (北部)
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保健福祉・特働部局この連携
障害のある子どもが子L幼児期から学校卒業後を見通して、地域で豊かに生活していくため

には、保健・福祉・教育・労働等の関係機関が連携して取り組むことが欠かせません.

保健福祉部局や労laj部局においても地域における支援体市Jの整備や、社会的自立をめ

ざし生徒一人一人の進路を確保するための取組が進められています。

発達障害者支援事業

平成19年 度から、以下のとおり発達障害者支援センターの設置等の支援事業を実施

する予定となっています_

1 発 達障害支援ヨーディネーターの配置

発達障害者支援センターに発達障害支援ヨーディネーターを配置し、府域全体のネ

ットワークづくり、専門的人材の養成等の事業を実施します。

2  地 域支援体制整備事業

府内 6圏 域 (丹後、中丹、南丹、乙訂|、

発達障害支援コーデ ィネーターと連携 し、
・個人の障害特性に応 じた相談支援
・教育機関等との圏域ネットワークづくり

南山城、相楽)の 地域拠点施設において

次の事業を実施します.

3  支 援モデル事業

平成 18年 度に引き続き、福知山市において早期発見 ・早期療育を目的とした 5歳

児健診及び健診結果に基づくサポー ト事業を中丹西保健所と連携 して実施 します。

4 普 及啓発事業等

発達障害者支援体制整備検討委員会を開催 し、引き続き医療、保健、福祉、教育、

労働等関係機関と連携 しつつ、発達障害者の乳幼児期から成人期までの各ライフステ
ージに対応する一貫した支援体制 (相談支援、療育支援、就労支援)の あり方につい

て検討するとともに、関係団体と連携 して普及啓発事業等を行います.

合相談支援窓□

丹後圏域障害者終合相談支援センター

中丹広域障害者総合相談支援センター

南丹圏域障害者総合相談支援センター

乙訓圏域障害者総合相談支援センター

南出城圏域障害者総合相談支援センター

相楽圏域障害者総合相談支援センター

電言舌0772‐20‐2011

電言舌0773‐24‐4439

電言舌0771‐62‐3364

電言舌050‐7105-8508

電言舌0774‐54‐3109

侵重言舌0774‐93‐3986

(宮津市)

(福知山市)

(南丹市)

(長岡京市)

(城陽市)

(精華町)

その他の身近な相談窓口についても以上のセンターヘお問い合わせください。
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各府立盲 ・聾 ・養護学校卒業生の進路実現をはじめ、障害者の自立 ・社会参加を促す

ため、養護学校等と関係諮機関との連絡会や協議会を設置しています。そこでの情報交

換等により、「障害者雇用促進セ ミナー」や (社)京 都府高齢 ・障害者雇用支援協会が実

施する事業等への参加も進んでいます。

①京都府北部地域 「障害者雇用促進セ ミナー」への養護学校生徒の参加

京都労働局 ・ハローワークや京都府等が主催 し、約 100社 が参加c

府立中丹 ・舞鶴 ・与謝の海養護学校が展示、販売、実演を行った.

①京都府若年者就業支援センターとの連携による若年知的障害者向け就職支援テキス

トを開発

若年知的障害者の企業への就職を支援するための研修テキス ト

働くことの意義.仕 事び)ために必要な日常生活上の注意ぅ通勤上の注意.

休 日の過ごし方などをわかりやすく書いたテキス ト

①障害者就労支援特別チームの設置

平成 19年 度から新たに、京都、福知山の高等技術専門校に、障害者就労支援特

別チーン、を設置 し、障害者就職推進員が、障害者の就労支援や、企業への障害者雇

用に向けた啓発を行います。

○京都府障害者の自立 ・就労支援協議会の設置

京都、福知山の高等技術専門校を拠点とする南部、北部各々の自立 ・就労支援協

議会を設置し、ハローワーク等雇用関係機関、市町、教育機関、福祉関係団体、経

済団体等の連携により、障害者の生活 ・就労相談から職業訓練、就労支援、職場定

着までの一体的な支援をめざし、情報交換や協議を行っていますc

障害者就業 ・生活支援センター

「京都障害者就業 ・生活支援センター」

所在地 !京都市 ((福)京 都障害児福祉協会)対 象地域 i京都市内

連絡先 :07 5 - 4 1 7 - 1 2 8 3

「障害者就業 ・生活支援センターはびねす」 (4月 1日 に宇治へ移転)

所在地 :宇治市大久保町北 ノ山 101番 10 対 象地域 :京都府南部地域

連絡先 :07 7 4 - 4 1 - 2 7 7 1

「障害者就業 ,生活支援センターわかば」

所在地 :舞鶴市 ((福)み ずなぎ学因)   対 象地域 !京都府北部地域

連絡先 :07 7 3 - 6 5 - 2 0 7 1
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静■移|ハ 専門家チーム会議委員からのメッセージ

医師、作業療法士、臨床フとヽ理十等各分野の専門家で構成する専門家チーム会議では、毎

月4ケ ースずつ、アセスメン ト票と学校の先生からの情報をもとに、子どせ)の様子を聞き

取 り、子どもの学習由 ・生活面の困難解消のため、どのような手立てが有効かとの検討を

行つています。

検討会議に出席いただいた委員からのメッセージを参考に、さらに活用していただける

ことを願つていますじ

平成 18年度専門家チーム会議を振り返って

舞鶴こども療育センター 小 児科医 l■l方あかね

特別支援教育の対象となる子どtりさんの課題について話 し合い、支援の方向性を探

る、専門家チーム会議に参加させて頂き、感 じたことがいくつかあります.

まず、通級指導教室 (ことばの教室)の 教師、臨床″亡ヽ理士、作業療法上など、他職種

の先生方の視点は、私にとつて目からうろこ的な内容が多く、毎回とても楽 しみでした.

子どもが見せている姿を理解するには、医学的病名だけでなく、育った環境や現在の環

境の影響を充分に検討 しなければならない t)のですが、この会議では、様々な立場のス

タッフが、自らの経験を生かし、子どt)をいろんな視点から先入観なく眺めることがで

きたと思います=

また、どのケースに対しても、1木|ったところを掘 り出すのでなく、良いところをどう

生かすのか、ということに重点をおいて検討できたとも思います.そ れによつて、弱点

が克月皮できたのではないけれども、子どもの笑顔が増えるというのであれば、話 し合っ

た甲斐があります。

課題に感 じた点もあります.私 が二と治医として関わつている子どt)さんに関して、会

議で担任の先生の話される学校での様子が、私の予想 しなかつた姿であったり、逆に療

育センターでの私の見立てや診療方針が、学校側に正しく伝わつていないと感 じたりす

る場面がありましたて初診時には見立てと方針をかなり詳 しく書いて学校苑にもつて行

つてもらうのですが、再診のたびに言くことは時間的に無理なので、だんだん連携が細

くなつているケースがあるのt)確かです.

今後、子どもさんの成長の過程で学校との連携が途切れないよう、努力したいと改め

て思いました。会議がきっかけとなつて受診されたケースもありましたが、本人さんに

お会いしてみると、会議で聞いていたのとはずいぶん違 うタイフのお子さんでしたこそ

れでもディスカッションした内容は、診猿上とても参考になつています,見 立てはあく

までも見立てで、会議のあとの取 り組みと言平価の繰 り返 しこそが大切であるということ

でしょう.ケ ースを相談されました学校の先生方が、どのように会議の内容を生かして

くださるのか、大いに期待 しています
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平成 18年 度の教育相談を終えて

京都教育大字助教授 小 児科医 小 谷 裕 実

この専門家チ
ームに入れていただき、相談業務に携わり3年 目を終えようとしていま

す.当 初は、相談にこられる側 t)乗る側も、なにせ初めてのことであり、一生懸命がむ

しゃら感があつたものの、今はこちらにも若千の余裕が生まれました.教 育現場への訪

問の経験 も手伝つて、広い祝野で現場を見ることができるようになり、問題点や課題を

整理する力がついたと考えたいところです.

ひとつ提案ですが、次年度からは、チームの討議をより活性化させてはいかがでし主

うか,現 在は、ひとつのケースを 10数 名ブ)委員で検討 してお りますが、少人数のグル

ーブでミーテ ィングも行 うというのはいかがでしょうか。 これまで全体討議で持つた経

験を生かし、多少自分の専門領販外であつても適切なア ドバイスができる予感がいたし

ます.

さて、ここにきて思 うのは、教師の専門性や自信についてです.特 別支援教育には確

かに専門的な知識が必要であり、経験も確かに重要でしょう。ただ、教員として採用さ

れ間もない若子の先生がすばらしい実践を展開されているのを少なからず拝見すると、

知識や経験それだけでは特別支援教育は成 り立たないと実感 します。 子 どもたちの教育

をどのように考え、どのような力をつけ、何をしたいのか、という教師からの強いメッ

セージを感 じる授業は、大成功である場合が多いのですこ こ のような教室では、発達に

課題のある子どt,は落ち着いてお り、周囲1/1子どもたちの目は何かを吸収 しようと真食|

です.

当たり前のことではありますが、学校のために教育はあるのではなく、先生の生活の

ために学校や仕従がいるのでもありません二十どt)の長い人生のために必要な先生であ

り、学校であり、教育なのです.教 師がそれぞれの持ち味を生かされ、子どもの′芭ヽの核

をきちんととらえられていることが、特別支援教育にとつて最 t,大切なことなのではな

いかと思 うこのごろです.

平成 18年度の専門家チーム会議に参加して

桃山養護学校 教 諭 学 校心理十 五 村 総 枝

今年度は、小中学校だけでなく、高校生の事例検討もしてきました.そ の相談からは、たくさ

んのことを学ばせてもらいました,高 校生の相談は、 「自立」に向けての支援と言つてせ)過言

ではありません。小中学校のような学習への支援では解決 しない問題が山積みなのです。

周 りの人と自分の違いに気づいてきた生徒達は、適切な告知もない中で、傷ついてしまって

いますこ神経症など、 二次障害として心身に問題があらわれている生徒 (D多いです. “友達と

どう関わればいいのか ?" “社会ととう接点を持てばいいのか ?"わ からないまま、安易に進

学を選ぶ しかありません。でも、運良く進学できたとしても、自立の問題は先送 りされただけ

にすぎず、何ら解決 したわけではないのです。

来年度から、本格的に高校での 「特別支援教育Jが 始まります.発 達障害のある生徒の 「自

立Jの 問題として、高校の先生方と一緒に考えていきたいです。それは、そのまま養護学校の

高等部の 「移行支援」につながります。私たち自身の課題でもあるのです。

高校教育において、その教育課程にも及ぶ大きな見直しが求められていることを、日々実感

させられています.
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特別支援教育で作業療法を活かす

京都大学医学部保健学科 助 教授 作 業療法士 加 藤寿宏

作業療法は、環境を理解するための感党情報処理 と環境 と上手く開わるための運動 ・行

為 ・行動を脳機能とその発達という視点から評価します。この祝点に基づき軽度発達障害児

の学習、行動、コミュニケーションを支援 します。作業療法の特徴は、知能検査や発達検査

のみでは理解することが難 しかった、行動やコミュニケーション障害の原因を評価し支援で

きることです。少 し、具体的な例をあげてみましょう。

私たちが環境を理解するための窓口となるものが見る、聞く、触るといつた 「感覚」です,

見る、聞く、の障害は理解 しやすいのですが、触る (触覚)、 重力を感 じる (前庭感覚)、

筋肉や関節から動きや圧を感 じる (固有感覚)の 障害は理解 しにくいものです.し か し、こ

れら感党の受け止め方の偏 り (週敏さや鈍感さなど)は 、子どもの発達や行動、学習、コミ

ュニケーションに様々な影響を及ぼします.軽 度発達障害児は見る、聞く以外にこれらの感

党に問題があることが、とても多い
Flです.特 に高機能広汎性発達障害、注意欠陥多動性障

害のほとんどは触覚、前に感覚、固有感党の受け止め方に偏 りをもつていますこ

今までの教育現場の評価に作業療法士からの新たな祝点が加わることで子どもの学習や

行動、コミュニケーションをより多両的、より詳細に評価でき、より適L71な支援につながる

と考えます。

作業療法が支援できる内容は以下の通 りです

。多動、落ち着きのなさ、こだわり、舌L暴などの行動に関する評価と支援

・友達との トラブルなどのコミュニケーション、対人関係に関する評価と支援

・教科学習 (読み、書き、言卜算、図形など)に 関する評価と支援

・運動、手指のイ(器用に関する評価と支援

・学校 ・幼稚園 ・保育園での具体的支援

軽度発達障害児の子どもたちを理解十るには多くの専門職の知識と技術が必要です。その

ことで、より適切な支援が可能となりますこ作業療法士の知識と技術をぜひ特別支援教育に

活用していただけるようお願いいたします.

京都府作業療法 士会では特別支援教育に作業療法士を活用 していただくために 4月 より

特別支援教育の専門委員会を設置 します。この委員会を通 し学校教育現場との連携をよリス

ムースにかつ密接に行いたいと考えています.ま た、各教育局には教育委員会を通し、京都

府内に勤務する作業療法七で特別支援教育に関与できる知識 と技術をもつた者の リス トを

提出しています=ど んな小さな相談でせり結樟です,気 軽に声をかけていただき作業療法士の

知識と技術を活用下さい.

具体例

例えば、触党が過敏なお子さ/レは服を着ることさえも嫌がります。触党は生活の

中で常に入っている感党刺激なのです:服 を若るとチクチク、ムズムズするといつ

た訴えをする子もいます。この4兼な感覚を消去するときに有効な刺激が固有感覚で

す.私 たちもチクチク、ムズムズするときは、皮膚をこする、叩くことでその感党

を消去し、神経系を落ち着かせようとします。こする、叩く感党は固有感覚です.

ブールに潜ることや先生から強く抱きしめられることを好む触覚過敏なお子さんが

多いのも、同有感覚により神経系が落ち着くためだと考えられます.

「我、白Ftl症に生まれて」の作者テンブル ・グランディンも白ら考え作りあ|ザた
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「しめつけ機」 (に十分の身体を圧刺激によりしめつ|する)に より自分を落ちつかせ

ています=ブ
ールや 「しめつけ機Jが ない場合、子どもたちはどのようにして神経

系を落ち若かせるのでし主うか ?周 囲にあるもので対応するしかないのです.そ れ

が、友達にぶつかる、叩く、高所飛び等の大人から見た問題行動となつて現れるの

ですc

触覚過敏がある子どもは、たくさんの人がいる全校集会や自分の後ろに人がたく

さんいる前の席に性ることは、いつ触られるかわからない不安のため、とても耐え

られない場なのですf席 や場所を配慮するだけで、落ち着けることもあります.

bき回 り (多動)、 たくさんの刺激を入れることで、自分

:で 脳を目覚めさせている十どもt)いま十.自 分の脳の日党めが悪い状態を自分で何

協 と
かしようとしているのです=大 人にとっての問題行動は実は 子どもにとつては問 ヨ

言とがとても多くあるのです.義
轟    離

重力を感 じることが 下手なお子さ/レt)たくさんいます.重 力を感 じる前庭感覚は

身体を揺らす、回転させることでも刺激が入ります.自 分からくるくる回つたり、

ブランコに長時間乗つていたりすることは、不足する前庭感党を自分で入力 してい

るとも考えられ ます‐

また、私たちは重力すなわち前庭感党を感じ、反射的に姿勢をまつすぐにしてい

ます.前 庭感覚を上手く感じられなければ、姿勢をまっすぐに維持することが難し

く 「姿勢が悪い」状態になります.反 射的にしていることなσうで、これを意識して

することは非常に努力を要します.授 業中に子どもの姿勢が悪いと、ついついうる

さく言つてしまいがちですが、意識して姿勢を直そうとすればするほど、先生の話

には意識がいかなくなるのです.人 は
一つのことしか意識できない動物なのです.

さらに前庭感覚を通 して私たちは上 ドの空間関係を学習します.上 下は重力の方

歓量逮量良量畳丘ま最呂返!:裏客毎畳徴桝皇彗混働塞冒雪
方向性や関係性が発達しま1客
えます.         :

ネ癖坪空壊 々ドr― _● ,,一 中 串 韓 ― ― -4trttfF姦 燕 姦 轟 ― EI_姦 南嘉議慈惑惑こ S志 ある毒

専門家チーム会議に参加 して

花ノ木医療福祉センター 作 業療法士 灘  裕 介

様々な個性を持つお子さんの支援をする上で、多くの専門職が参加することは非常に有

意義であると感 じましたc ‐つの祝点で見るのではなく、多くの祝点 ・切り日から見るこ

とでお 了‐さんの全体像が整理されていきます.担 任や学校のみで支援するだけでなく,医

療や他部門との連携を確実に実施 していける特別支援教育が機能することを切実に願い

ま
―
l.

京都府では、作業療法七が専門家チーム委員や巡同相談員になつていますが、全国では

多くない現状です.‐作業療法=手 先,感 党, 日と手
"な
どと思われがちではあると思い

ます (知らないという方も多いでしょう)が 、それらに留まることはないと思つていますt

あくまでも子どモ,を捉える ‐つの切り口ではありますが、そこから化活全般にわたり支援

できるのではと思つています.「作業療法士?な んや、それ ?や めとこう.」ではなく、「い

っべん話聞いてみよう !Jと 思って t)らえることを願います,
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平成 18年度特別支援教育体制推進事業専門家チーム会議に参加して

福知|IJ児童相談所 相 談判定課長 熊 本 敬
一

この会議は、表題の通 り専門職による検討チ
ームであった,

そのような会議に児童神談所 (実質な立場からの)職 員が参加 し、多くの問題 ・課題に

ついて子と言の機会を与えていただいたことに、事務局やメンバ
ーの方々に真摯に敬意を表

したいこ常ながら、専門職になればなるほど異質な立場の介入をいやがる物であるcそ こ

に専門職 としての幅広い向 li心がより専門性の向上につながることを期待 しての軍と言とお

許 しをいただきたい。

さて、最後に特増l支援教育における 「個別の教育支援計画」の在 り方について気になる

点を率t工に書いてみたい.

個別支援の始まり・・・児童福祉の世界では 1980年 代中頃から進学ブ
ームとともに、

施設 (十日教護院)に 於いても入所児童の進学希望が増え始めていた,当 時の教護院入所児

童は教育権における教育の洒予 ・免除の立場にあり、進学の保障が 「無Jで あつた.進 学

差別の厚き壁を取 り除くために、児童の進学指導計画を学校や関係機関 ・家庭に理解 して

もらう、そ して、子どもが自分の施設での生活にどのように白発的に取 り組むかの為の 「施

設からの自立支援ブログラムJな る物によつて今の自分の立場と課題を白党 し又、他の児

童と自分の比較によつて客観的に自分の問題を見つめ直す作業を繰 り返す,そ ういつたブ

ログラムと支援計画の
一体なる物がタロ何にツ有時の処遇改善効果を高めたかは言 うまで t)な

t .ヽ

これ らの一体化されたフログラムが児童
一人一人に効果的に作用することは、以下の点

に大きな成果となった,
・ 「権利擁護」導然福社の対象となり、親の養育という大きな権利を奪われた子どもであ

ることの職員の意識化と支援計画の公「THによつてチ
ームアフローチが可能になつた。

・ 「家族支援J子 どもの問題は家族全体の問題である.家 族の構造的問題やその背景を洞

祭 し、整理 し、解決に向|すた意識化を図る

・ 「意見表明」これには二通 りの構造的問題がある.一 つは短絡的現実的解決による意見

表明.学 習の 十
ム
分な体験と成果における達成感が無い中で進学とは言いにくく、ついつ

い就職 といいがちであるが本フ芭ヽはやはり、高校進学である。この本音を如何に聞き出す

か大きな課題であり、そこでσD問題を解決 し、進学への意識化に寄与する.

,「社会参力口における自己決定」中学から高校への進学,そ れは正に社会に出るか進学す

るかド1己決定が迫られるときであるcこ の体験が如何に重要であるかもう
一度子ども支

援に係わる舌は、白らを問い直すときではないでしょうか。
・ 「ライフサイクルにおいての支援の位置の確認」子どもの成育歴の中でどこでつまずい

たか、何がそ うさせているのか専門的祝点に立って分析 し、道時 ・適切な介入と支援が

必要であり、そのためには家族 ・子どモ)の成育歴からの確認はいろいろな真実を教えて

くれる.

こういつたことが 「フとヽと体の障年」の支援を受ける側と支援を与える側に確認されて初

めて 「社会的自立Jの スター トに立てるのでないかと考える.
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由己肯定感をどう高′)るか

京丹後市立峰||1小学校 教 諭 特 別支援教育士 )し鬼

生活や学習場面iでINり感を強く抱いている子どもたちは、何事にも自信が持てなくて、不安

をいつばい抱えて喘いでいるように見えます=1木|り感を強く感 じている子どもたちも、少 しず

つ 「できるようになった実感Jを 味わ うと、音欲的に課題に取 り組んだり、間違いを索直に受

け止めたりできるように成長 していきます=ま た、その頑張 りをしつかり認めて喜んでくれる

お父さんやお母さんがそばにいてくださることが、よリ
ー
層子どt)たちに大きな力を与えるこ

とも見届けてきました。

「自己肯定感」とは、自分の良さに気付き、吉手な自分も受け止め 「自分は存在価値があり、

大切で必要とされている」ことを感 じることです=こ の 「自己肯定感」を高めるために、わた

したちは子どもたちの困り感をiにしく理解 して、適切な支援を日々探っているのだと思いま

す。 どの子どもたちも自分の良さに気付き、持てる力を発揮 して 「輝ける子」に育つために、

適切な指導や支援、相談にあたる老、要があると強く感 じています。

専門家チーム会議でのケース検討から

南丹市立園部小学校 教 諭 堀  栄 真

専門家チーム会議で出会つた相談の中には、 ア,どもたちのほ1難さを、行動特性や具体的な

工どソー ドから細かく見つめ、その子に合つた細かな支援や指導がすでに行われているケー

スも何件かありました。それ らは、指導の難 しさといった指導者側からの祝点からだけでな

く、どんなところが告手でどう囚っているのかという子どt)側からの視点で関わってこられ

たケースだったと思います_

また、1司りの子ど(,たちが、自然に、 しか t)上手にその子に関われているケースでは、学

級経常が果たす役告1の大きさを感 じました!

早期の気づきや支援は、 子 どもと共に生活する私たちの課題です.全 ての子どもたちが、

安フとヽして生活 していけるよう、校内体制の整備によるチーム支援、家庭 ・学校 ・福祉牛が協

力した校外からのチーム支援は今後t)大切になってくると思います。

専門家チーム会議のケース検討から

福知1山市立昭和小学校 教 諭 特 】|1支援教育t SV 奥 村 康 枝

中門家チーム会議では、医師、心F早の専門家、作業療法士など学校には存在 しない専門家

グ)兄ヤてやア ドバイスを受けることができ、教育現場に新たな祝点と手立てが投げ込まれま

す_

この祝点は私にとっても新鮮であり、子どt)F里解には重要な視点であることを学びました。

相談に上|ずられてくるケースは、ほとんどが実際に出会わない児童 ・生徒であり、各学校か

ら報告される資料を表に児童 ・生徒の姿をイメージし適切な支援を
一緒に考えていきます。

ですから学校からの報告をより客観的に分析できるよう、委員からそれぞれ /1立場で様 々な

質問が出されますこ こ のや りとりを通 して、十どもが出している行動や姿が、 「先生 !こ う

いうフS、うにたすけてよ=」 ということばに置き換えられて聞 こえてきた時、具体的な支援の

方法が見えてくることを実感 してきました。

子どや)たちは自己実現に向けて、今おかれている環境の中で様々な困難と闘い、悩んだり

持しんだりしています.そ び)子どもたちを何とか助けようと努力されているた生たちや保護

者の方の思いに触れたこの 1年間、専門家チーム会議の大きな役害Jを改めて感 じました.
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親の会のつながり

(社)日本 自閉症協会京都府支部

(社)日 本自開症協会京都支部は、白開症

児 ・者とその家族、専門家、趣青に賛同 し

てくださる方々からなる[J体ですこ

機関誌の発行や誘演 ,研修会17D実施、情報

の収実 ・発信、レクリエーションや学習会、

会員同士の交流、行政への
ralきかけゃ啓発

活動などをそfつています。

電  言舌:075-813-5156

F A X : 0 7 5 ' 8 1 3 - 5 1 5 7

メール i askyotO@amber`plala.or.jp

京都 LD親 の会 「たんぽぽ」

LDに 限らず、堆達1樟告児 ・杵 (現在は小学iか に)社会ノ、)ブう

1来;筆者が集まり、rど t)たちの 其り11い成長 と同口Jの 方や子|:会

ブ,デ理解と支援を求め、力を合わせて活動をしています 会 ;ミ全

喪が白 卜[的にお しゃべ り会や勉強会・レクリエーション年の行

字を企mi運
′
|千し、また、企FTI LD規の会に力|‖使し連携 した,舌動

|)そ「ってい☆十:子 どせ)だ|ナで|まな く、純 |,十びあい
r ttが
ら少

しで t)楽になりlllc長していけるような活動を′とヽが|すていよ十

HPi

http:〃www007 upp so―net,ne.jp/kyotOLDoyanokai/

コ ラ  ム

障害のある子どもとその保護者や関係者の方が、情報交換をすることでお互いの不安

や悩みを軽減できる場として、また、より豊かな生活のために、研修会や行事の企画をす

る仲間として様々な親の会が組紋されています

十 京都府障害児者親の会協議会

1 京 都府内には、多くの障害児者の親が作る親の会があります。その多くは郡市町等の

地域ごとにまとまっていますが、地域でなく障害の種別によつてまとまったものもあり

|ます。

‐ 京 都障害児者親の会協議会は、京都市域を含むこのような29の 親の会 (精神障害児

1者親の会を除く。)に よって構成され、全ての障害児者の福祉の向上をめざして、各団体

1相互に力を合わせることを目的としています。そして、京都府及び京都市の支援を得て、

1障害児者及びその家族のための相談その他、各種の事業も実施しています。

‐ 私 たち親の会は、これまでから養護学校や小 ・中学校等での障害児教育等と深い関わ

りを持つところが多く、新たな特別支援教育にも深い関心を持っております。

1 今 後、皆様のご支援をいただき、又、私共の特別支援教育推進への関わりをとおして

1障害児者の福祉の向上に尽くすことができれば幸いと考えます。

1     事  務  局               電 話 075-414-1326

‐     相 談専用 (京都府障害者相談センター) 電 話 075-414-1322

京都ADHD親 の会クローバー

私たちは、ADHDの 正 しい理解を地

域社会に広め、規格に入らない個性を無

弾や り矯 lrすることなく、伸び伸びと育

てることを許容するような教育のあ り

方や家庭のあり方を大切に考え、色々な

人達が共に意見を出 しあえる場を提供

したいと思っていますc

メール !kyOto‐c10ver@mbr.niftycom

ONLY ONEの 会
‐高機能自閉症・アスペルガー症候群及び周

辺の発達障害 京 都親の会‐

月 1回 開催の定例会や 2ヶ 用に 1口|

発行の会報等で、お母さんの心が元気

になり、子どもに良い支援ができるこ

とを日指 して,舌動 しています.

I「zへX t 020‐4624-7246

メール t in f o c O n l v l―kvo t O  n e t
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京都府特巧|1支援教育体柿J推進事業実施要項

1趣 旨

京都府教育委員会 (以 下 「教育委員会」 とい う3)は ヽ平成13,11年度に 「学習障告

(LD)の ある児童生徒に対する指導体制の充実事業」、平成15,16年度に 「特別支援

教育推進ltN制モデル事業」に取 り組み、平成17年度には 「特号J支援教育体制推進事業J

として、事業の対象を幼稚園及び高等学校にも拡大 し、平L幼児期から成人期7‐l就労に至

るまでび)一貫 した支援体市レ)整備を1買つてきたこ

今年度については、これまで実施 してきたそf政部局横断型の 「特別支援連携協議会」

の設置、小 ・中学校及び青 ・誓 ・養護学校における 「個別の教育支援計画」の策定、青

・響 ・養護学校から小 ・中学校竿への支援により、小 ・中学校の通常の学級に在籍する

LD・ ADHD・ 高機能由門席等を含めた障害のある児童生徒に対する総合的な教育支

援体制び)整備など、昨年度までの取 り組みをよリ
ー
層浸透させ、充実を図る=

なお、 IフD・ ADHI)。 高機能ピ1閉症等の幼児児童生徒に対する支援体制ブ)整備につ

いては、子き達障害者支援法の施行も路まえ、厚生労働省の 「荘達障害者支援体制整備事

業Jと 連携協働 して実施十ることとされてお り、医療、保健、福祉、労働等び)関係機関

が連携 して個別の教育支援計画に基づく
一
貫した支援体制の整備を目指す.

2 事 業の実施

教育委員会は、文部科学省の委嘱を受け、事業を実施する.

(1)調 査研究運営会議の設置

教育委員会は、教育委員会、学校、学識経験者及び関係機関等の関係者からなる調

査研究運営会議を設置する」

(2)特 別支援連携協議会の設置

教育委員会は、IィD・ AID H D・清i機能 自問症等の幼児児童化徒を含め,障 害のあ

る幼児児童生徒に対する支援体制の整備をll■進するため、教育、医療、保健、福祉、

労働等の関係部局、大学、親″)会等の関係者からなる 「広域特別支援連携協議会」を

設置する。また各教育局管内ごとに、関係部局 ・機関等の関係者からなる 「特号|1支援

連携協議会」を設l~3し、管内市田「村単位の特別支援教育の特進及び支援の在 り方につ

いて検討することとするこ

(3)幼 稚日、小 ・中学校及び高件学校におけるLD・ ADHD。 高機能戸1閉症等の幼児

児童生徒に対する総合的な支援体制の整備

文部科学省の協力者会議においてとりまとめられた、 LD・ AI)Hr)・ 高機能 白閉

症の定義、判断基準 (試案)年 の有効性を検証するとともに、学校内の体制整備及び

関係部局や機関の連携協力による
一定の地域におけるLD・ ADHD。 高機能 自閉症

等の幼児児童生徒に対する支援lth制の整備を図るため、以下の取組を行 うこ
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ア 推 進地域の指定

教育委員会は、 Iフr〕・ArD H D・高機能自閉症年の幼児児童生徒への支援体制の

整備を図るため、府内全域を LD・ ADHD・ 高機能白閉症等の幼児児童生徒への

ンて指定する.支援体制整備推進地fHkとに

イ 校 内委員会の設置

府内すべての小 ・中学校においては、

教頭、特別支援教育コーデ ィネーター、

「校内委員会」を設けるこ

幼椎園、高等学校については、可能なところから設置することとする。

ウ 特 別支援教育ヨーデ ィネーターの指名

府内すべての小 ・中学校においては、校内委員会での推進役、専門家チーム、関

係機関や保護者との連絡調整等を行 う 「特別支援教育コーディネーターJを 指名す

る.幼 稚園、高等学校については、日r能なところから指名することとする.

工 巡 回相談の実施

教育委員会は、 LD・ ADHD・ 高機能白閉症等に関する専P日的知識 。経験を有

する者を巡F]相談良として委嘱する=

(7′)支 援地域巡口]相談チームは、各教育局の依頼に応 じて管内の幼稚劇、小 。中

学校及び高牛学校を定期的に巡 lllし、
JI該
学校の教真に、 LDoADH D・ 虐i

機能 白閉症年の幼児児童生徒に対する指導内容 ・方法に関する助言等を行 う(こ

れ らの児童生徒について個別の指導計画及び個別の教育支援計画が作成される

場合には、作成に向けた助言を含む)と ともに、京都府の独自事業である 「養

護学校 ・地域等連携推進事業」における榊談支援チームと連携 し、支援地域に

おける機能的 ・効果的な巡回相談の在 り方を検証するt)のとする.

(イ)京 都府の巡同相談チーユ、は、各教育局を通 じ、必要に応 じて (7)の支援地域の

巡回相談を支援する.

オ 専 門家チームの設置

教育委員会は、幼稚園、小 ・中学校及び高等学校からの中し出に応 じて、 LD・

ADHD・ 高機能自閉症か声かの判断、望ましい教育的対応等を示すため、教育委

員会の職員、教員、心理学の専門家、医師等からなる専門家チ
ームを設置する.

力 個 別の教育支援計画の策定

府内すべての小 ・中学校においては、長期的な視点に立ってしD・ ADHD・ 高

機能白閉症等を含めた障告のある児竜生徒の
一人一人のエーズを的確に把握 して、

個別の指導言1画を作成するととせぅに、教育、福祉、医療、労働等の関係機関の連携

による適切な教育的支援を効果的に行 うことができるよう、教育的支援の目標や内

容、役告1等に関する計画 (個別の教育支援計画)の 検討を行 う。

児童生徒の実態把握等を行 うために、校長、

担任、その他老、要と思われる者で構成する
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また、幼稚1京1及び高竿学校においても、個別び)指導計画及び個別の教育支援計画

を必要に応 じて策定するモ

キ 以 上の取組をよリー層推進するため、幼椎園及び高等学校については、モデル校

(又はモデル地域)を 指定する.

ク 学 校における体制整備の充実を進めるため 「特別支援教育充実事業Jに よる非常

勤講師の配置を活用し、効果的な校内支援ltN制の布 り方を検証する.

(4)障 害児学級や通級指導教生の弾力的な運用について

ア  平 成17年12月8口 に中央教育審議会から公表された 「特別支援教育を推進するた

めび)制度の在 り方について (答申)」で示された、特別支援教室 (仮称)構 想を踏

まえ、障害児宇級や通級指導教室の弾力的な運用の在 り方について研究する.

イ 今 年度中学校に設置するI″D,ADHD等 の通級指導教室指定校においては、通

級による指導に関する実践研究 ・開発をイfい、花達障害のある生徒
一人一人のニー

ズに応 じた適切な指導と必要な支援の充実を図る。指定校においては、指導体制の

構築及び指導方法の工夫改善を図る観点から通級による指導に関する実践研究 ・FfFH

花をそfう.

(5)盲 ・警 ・養護学校における特別支援教育の推進

盲 ・警 ・養護学校における特別支援教育を推進するため、「養護学校 ・地域等連携

推進事業」 t)活用 し、以下の取組を行 う‐

ア 特 別支援教育推進校

通学制 (小 ・中学部)の 養護学校 7校 を 「特別支援教育推進校」(以下 「推進校J

という)と して指定する。

推進校は、これ まで蓄積 してきた専門的な知識や技能を生か し、地域の特別支援

教育のセンターとしての機能の充実を図るため、具体的に推進地域の小 ・中学校等

への支援を行いながら、その支援方策や連携協力の在 り方等について実践的な研究

を行 う:

イ 特 別支援教育コーディネーターの指名

各推進校は、関係機関や保護者、地f「Tの 小 。中学校等との連絡調整を行 う教員を

「特巧|1支援教育コーディネーター」として指名する「

ウ 個 別の教育支援計画の策定

雅進校は、長期的な祝点に立って障害のある児童生徒の
一人一人のエーズを的確

に把握 し、教育、医療、福祉、労働等の関係機関との連携による適切な教育的支援

を効果的に行 うことができるよう、教育的支援の日標や内容、役害1等に関する計画
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(個別の教育支援計画)の 策定を行 う。なお、小 ・中学校等における個別の教育支

援計画の策定については、巡同相談竿を通 じて積極的に支援を行 う.

工 推 進校以外の盲 ・曽 ・養護学校については、推進校に準じ、本事業への参加や教

職員の専門性を生かした独自の取組をとお して、平成19年度までにセンタ
ー的機能

の役割を検証する.

(6)特 別支援教育コーディネーターの養成研修

ア 教 育委員会は、コーディネーター研修を京都府総合教育センタ
ーの講座として実

施するc

イ 各 支援地域においても、コーディネ
ーターの専門性を高めるため、実践を通 した

研修を行 うc

3 事 業の実施

事業の実施期間は、平成18年度 とする。

4 連 絡会議

事業推進のため、各教育局担当者と養護学校巡回相談チ
ーム担当者との連絡会議を必

要に応 じて開催する.

5 経  費

文部科学省から給付された経費を、本事業費に充てる.

6 事 業報告等

教育委員会は、本事業終了後、事業の実施状況及び経理処理状況をとりまとめの上、

文部科学省初等中等教育局特別支援教育課長に提出するものとする。
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平成 18年 度 「特別支援教育体制推進事業」委員名簿

調査研究運営会議

I【 名 区 分 所 属 ・ 職 名

竹 H 契 手識経駿者 大阪教育人宇名誉教授、大阪医科大学 LDセ ンター顧問

友久 久 雄 龍谷大学教授             く 季 序1長 >

藤谷 手 彦 教育職員 ヤ,台市立午ヤ台小学校長          く 目1委員長 >

森‖1 薫 京都府 立桃山養護学校校長

ピ」敗 宗 雄 関係機関 京都府保健福和11出;障害を支援■副年長

藤原  敬 教育委裳会ヴ)職員

(京都府)

乙ユ教育局企山F教育課長

木 下  均 山城教育局企ln4教育課長

| 笹ヽ  正 人 南丹教育局企画教育課長

的場 正 明 11州教育局企由i教育課長

岡 F日 佳 之 か卜後教育局企伸「教育課長

″支言|; 1告 京都府結合教育センター特別支援教育部長

永野 害 男 京打;府教育庁指j阜打;特別支援教育課長

鋒 |1 智 子 末剤;府教育庁指導部特別支援教育課指導 :と事

朝比奈 党順 京都市教育委員会 京都市教育委員会終合育成支援謀首席指導 L事

広域特別支援連携協議会

氏  名 「て 分 所  属 ,職  名

友火 久 雑 大学等 青[谷大学教授

J 谷ヽ 裕 実 京都教育大学助教授

衣笠 秀

保健 ・福社 ・

労働自;門

京都府保健福祉部障害者支援=長

サ|||十し|する if仔「府保健福祉部こども米来室長

大谷  ヤ I都府府民労lEl自;雇用対策フロジェク ト参事

声1刊 章 京都労働局職業安定部職業対策課長

向井1中示田美 京都経常古協会申海理 亨

有「11 肇 市町十1教育委員会 ド治市教育秀員会教育支(京都府市町村教育委員会i菫合会)

松本 公 雄

幼稚l‐3,学 校

庁て都府立南山城養進学校長 (京都府立吉 ・警 ・養護学校長会)

森垣 毒

徳 ll q  t t i了 柘知山市 lr福々 口|1幼惟園長 (京潮;府公立幼稚因因長会)

藤 谷 幸 彦 行ヤ十↑市立午 ,台小学校長 (サi (都晴小学校校長会)

牧崎 十 人 午治市立東午治中学校長 (京都府中学校長会)

橋本 陽 生 京都府 立||1城高年学校長 (京都府セ高等学校長会)

杓野 正 憲 親び)会 京納;府障害児者親t71会協議会事務局長

Fll叶1 鉄 郎

府教育委員会

京都府乙司教育局長 (教育局長会)

奥野 義 正 京翻;府総合教育センター所長

永野 憲 男 京都府教育庁精壕部特別支援教育課長
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専門家チーム委員兼巡回相談員

氏  名 ltr PI〕 資 格 所 属 ・ 職  名

イ」賀 や 主↓ 医自市 (1青神千1に ) (本吉1申キ半1代)

い谷  裕 実 医出何 (/J 児ヽ千11丈) 京都教育大学教育学部助教授

阿ル 占 かね |(自市 〔′〕ヽ,こ↑|1天) 舞鶴 こどt)療育センター医師

加麻  存 宏 作業療法 上 |て都大手医学部助教授

灘  裕 介 作業燎法士 花ノ木に原福れLセンター作業療法士

今野  芳 了 脇[床″亡ヽ理 十 京都 文教短期大学講師

ケぞt悟   ぞ年了 ″亡ヽ理半llせ員 十冷児童相談所技師

上松   子 臨床″苫理 と 京卸;児童神談所技師

熊本  敬 福知山児童相談所十H談判定課長

小林  ‐ 義 養免 1 京都市教育委員会総合育成支援課指卓 i:事

| |ヽ  ひ とみ 向 日市立第 6向 陽小学校教諭

ナ| 1 1 1  1サ1代 子 特局1支援教育上 長岡点市 立長 l ll第と小学校教諭

安井 力| 1代子 年拐|1支援教育七即、輸末石ヨとす里士、養免2

1司野  康 子 臨床発達″とヽFユ士、特丹1支援教育士 ■治市立平儒小学校教諭

太苫;  ,そ づI、 加茂町 立泉川中学校教諭

堀  水 真 養免 1 南丹市立園部小学校教諭

| 林ヽ  日 を 特別文授教育 七 綾部市立ネ★部」VI羊校教諭

奥村  康 i支 特別文授教育十 sv 福知|[1市立昭和小学1交教諭

森 劇  ⅢⅢ 特増1支援教育士 鉾鶴市立合|わ小学校教諭

ナヒ鬼 特号1支援教育士 京丹後市立峰山小学校教諭

に丼 里
取 特別支援教育 上 与謝野田「立三河内小学校教諭

γl内 た 恵子 特別支援教育士、漢免 2 京都府終合教育セガ 特別支援教育部研究主事

青 |1 方 々 特別支1残教育士 sv、 ますtl 京都府立丹波養護学校副校長

11)li 忠 歩行訂練上 京都府立盲学校教諭

細矢  義 仲 警免 1、 養免 1、 自立 (聴)

_L本寸   千念1支 学1交′と、理士、差免 1 京都府立批 L出養護学校教諭

中 L 瑞 忠 京都府立城陽養護学校教諭

鉾111 れ 1了 特'〕1支援教育十即、臨床ytx遵亡ザ主十、黄免2 京都府教育庁桁導部特弓1支援教育課指導主事

― ―

毎
ハ賞H与
澪
Ⅲ
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支援地1或巡固相談員

◆乙討教育hj (句日が丘養j隻学校付1談支援十一ュ、十岳用)

氏  名

月R部春竺

,ll本寸1声 ち

氏  名

渡邊実

田中真介

小谷裕実

荒木穂積

竹村隆太

有川理

崚兼元太

伊藤勝敏

面山治

安井力日代 j

岡野康 r

郷間英世  [丈 師(小児神経科)

前田ハル r 医 師(′とヽ療内科、児章精神科)

才村泰仕

渡追実   臨 床発達心理十

面野美穂

村山史洋

高木恵 r  tti味 宅達心理 lj、白閉rrスベクトラム支援J

清水里美  臨 床″とヽ理 ■

藤井英敏

藤原由美 r 特 別支援教育 ■

小川ひとみ

土永勝

片山加代 T 特 別支援教育 ■

貴日山叫

足枝仕1性  特 別支援教育Jf

塩谷和 子  特 別支援教育 ir

占川朴l,1:  特増1支援教育 lj

中西再史

小森信キ

中尼和子

′J とヽlJ十古日青

山田定宏

合橋克之

占村吟 子  臨 レ〔Ft達心jl!上、ri・L聴竜|ど、tF」| |々モ欺古1

梶原尚子  i言 語聴党 li、臨床発達心llF十

藤澤和l子  !千 f許聴党 に、臨床発達心理十

沢月子

堀部好

川高寿賀 手 臨 床花達′とヽ理 士

和国由起千

広瀬隆彦

安福陽一

人泉裕子

山内堅 二  特 別支援教育と、:新甜 党十、宇校心興 i

細野由美了

松宮功   特 別支援教育 li

藤川敬之

◆111城教育|十う北部(宇治・′(Ⅲ番)(桃L山養護学校tll談支援チームi占1村)

卓円空格竿

医白市(小児科、小児神ネ上科)

「く白何(十肯子申千中キ峯千斗)

専門資格寺

臨床7t達心理 上

応用′亡ヽ理 li

陸三自市(′J ウヽ電千半)

医師 (精神科)

医師 (整形外科)

医師 (精神科)

特巧1支援教育 tSV、 臨床発達′亡ヽ理 |

特別支援教育 |:、臨味子と造′とヽ理 に

所属・暇名

向||が丘養護学校校「=

hi llが丘養護学校校代

奈rt教育大学教十二、医R市

高打‖|1天1先 1天H市

長司l Tl院地IBIK連携推進室長

化園大宇社会福祉学部・助教授(,草キ児′亡ヽ理)

長岡京市「|:会福祉協議会・コーディネーター

乙!討ひまわり園■活支援センター・センター長

ヤ各問愛育園・園長

教市IH談貝(長岡京市教育支援センター)、スクールカウンセラー

教十計H談虫(長岡京市教育支援センター)

1的|1市立向陽小学校・教諭

的11市立第6占]陽小学校・教諭(追級lll Ⅲl)

1的|1市 1ヾ勝||1中学校・教諭(通級llち)

長1司京市立長岡第と小学校・教fa(通級す性当)

長岡京市立長岡第千三中学校・教諭(連級すFl亨1)

大山崎田「立大山崎小学校・教諭

大山崎町立第二大山崎小学校・教諭(通級担Jl)

大山1崎回「立第二大山崎小学校・教占̀i

向|1市教育委員会・lll当指阜Fi二芋

長岡京市教育委員会・Ⅲlツ付肯卓 工J「

大山崎町教育委員会・れヽ指導主事

的|が 「と養護学校・副校長

1杓||が「1黄護4半校・小41部i卓

1的口がF「養護学校。中学部主事

向liがR差 護学校・教諭(山立活動封!)

向 11が丘差護学校・教諭(亡1立活動部)

十拘11が丘差護学校・教諭(ri ti活動部)

向|]が丘養護学校・教諭(白セ1舌動部)

向||が丘黄護学校・教諭(白立lr動部)

向11がR糞 護学校・教諭(白立活動部)

向11が丘養i筆学校・教諭(rl立活動部)

向||が馬i長護学校・教諭(ド1立活動剤1)

1的11が丘養護学校,教諭(自立活動部)

向11が丘養護学校・教諭

向||がfr差護学校・教諭

向||が丘養護学校・教諭

乙訓教育局・総括指導i事

乙コ教育局寸岳卓i事

所属・職名

|と園大キ十1:会福祉学部・助教授

京都大学1巧特教育'F究開発推進センター・助教授

京掬!教育大学教育学部・助教授

立命館 大学大十院lL用人間発達研究科・教授

竹村診猿所・理事長

イi川整形外科「院・院長、llL山養護学校学校に

曖兼1=院・先長、llL山養護学校学ittlT

府 立121L山■園・園長

をr,お作業所・げF長

年十台市立午,台小学1資・教言命(通級す性11)

宇,台市立■塩小学校・教諭 (連級担せ1)
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赤野秀実

山田員弓

村田尚美

宇治市立槙島中学校・教諭 (通級担当)

学校′い理士、臨床発達″い理士 八幡市立八幡第二小学校・教諭(通級担当)

城陽養護学校・教諭(教育相談担当)

桃山養護学校・教諭(自立活動担当)

桃山養護学校・教諭(自立活動担当)

桃山養護学校・教諭(自立活動担当)

小国祥子

辻喜朗

大東弘明

谷早苗

中村あゆみ

三科哲治

東明美

臨床発達心理士

臨床発達心理士

桃山養護学校・教諭(自立活動担当)

桃山養護学校・教諭(自立活動担当)

桃山養護学校・教諭 (自立活動担当)

大坂誠

桃山養護学校・教諭 (自立活動担当)

桃山養護学校・教諭 (自立活動担当)

桃山養護学校・教諭 (自立活動担当)角野範子

納橋志津子

臨床発達心理士、言語聴覚士

学校心理士

桃山養護学校・教諭 (自立活動担当)

桃山養護学校・養護教諭

桃山養護学校・養護教諭

桃山養護学校・看護師

桃山養護学校・看護師

坂見由美子

神崎昌美

渡瀬清見

田代和子

今泉祥子

玉村総枝

桃山養護学校・教諭

桃山養護学校 ,教諭

服部敬子

傍島規子

広瀬明彦

◆山城教育局南部(南山城養護学校相談支援チーム活用)

氏  名 専門資格等

有賀やよい  医 師(精神科)

今野芳子  臨 床心理士

所属・職名

京都文教短期大学・講師

京都府立大学福祉社会学部・助教授

相楽圏域障害者総合相談支援センタ
ー・ゼネラルケアマネージャー

相楽福社会・理事  花 園大学助教授

木津町立木津小学校・教諭 (通級担当)

木津町立木津中学校・教諭

加茂町立泉川中学校・教頭

加茂町立泉川中学校・教諭(通級担当)

和束町立和束中学校・教諭

精華町立精華台小学校・教諭

笠置町教育委員会・指導主事

京田辺市立田辺小学校・教諭 (通級担当)

京田辺市立大住小学校・教諭

井関真理子

宮原麻美 特別支援教育士

大仲順子

大部政弘

亀谷奈津子 特 別支援教育士、臨床発達心理士

新谷裕美

河口弘信

西村勝彦  |

伊家京子

小堀裕子 京田辺市立大住中学校・教諭

山本たまき 井手町立井手小学校・教諭

一瀬智

鈴木隆子

佐藤
一代

濱田美春

特別支援教育士

宇治田原町立維孝館中学校・教諭

城陽市立寺田南小学校・教諭 (通級担当)

城陽市立寺田南小学校・教諭 (通級担当)

城陽市立南城陽中学校・教諭 (通級担当)

久御山町立東角小学校・教諭(通級担当)生駒尚子

家田雅彦

北森仁

宮崎清隆
‐
石川喜美子

久保瑞江

加藤良恵

自柳拓保

羽野真子

生水淳稔

小角令子

中熊玲子

東敦子

言語聴党士

南山城養護学校・教諭(運動機能指導専任)

南山城養護学校・教諭 (運動機能指導専任)

南山城養護学校・教諭(運動機能指導専任)

南山城養護学校・教諭(運動機能指導専任)

南山城養護学校・教諭(言語指導専任)

南山城養護学校・教諭(言語指導専任)

南山城養護学校・教諭(療育指導専任)

南山城養護学校・教諭(療育指導専任)

南山城養護学校・教諭(療育指導専任)

南山城養護学校・教諭(療育指導専任)

南山城養護学校・教諭(療育指導専任)

南山城養護学校・教諭(療育指導専任)
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t p l l京電ir4 A

北川雅 r

大森庄也

Jヒナ品|1貞!′‐

lll田光枝

春名史十七

村 11英美 r

篠原女どか

鶴谷園 F

山坂良 r

十i]馬裕

1 1 1口和]孝

陥床 発達心Pユ|

・
手f交フとヽす増li、臨,〔発i置′亡切社1

◆南丹教育局(丹波漢護学校杵1談支援十一ム活用)

氏  名        L l■ 円資格竿

角掛奈奈 F 医 師 (精子中科・神経千斗)

渋野武男

津i木忠 r  臨 床死亡心ftt  l i

小崎山夫 r

荒樋博利

木|十さ美了

丹ヤ十]和l夫

|卜木十1千   年 ltt t P l  l j、臨味:ti≧心P世1「、特」l支|【教育|

森郎ir   特 可1支援教育 |:

| | 1子丁来た  ■ ■|うil Ⅲlに型■|11 '■!セ‐―■けJと41共市|

関興 下   特 号1支援教育 |:

泉英博

詢 |1芳文  特 別支援教育 lfS V

円`珂七也

様田敦 r

大塚 十イ(

古i野考 千  特 切1支援教育 ti

岡lll角1了

小磯良 r

岩問敲 1

林専 F

矢澤冷   臨 床准造心Itt L

春女「志

野除裕 r  特 別支援教育 に

馬場ナ」美

川崎B13徳

高橋諒 1

「告il喬1宅「El

氷田宇

南山城差護学校・教諭(峡育指卓申:任)

南ltl城養護学校・教諭(療育指卓専任)

1有||1抜黄護 l~校・教占古舟(特別支援部)

村山城養護学校・教諭(就宇れ1談白!)

1打||1城漢護学1交・教諭(1葛竿 lD)

F村山城食護学校・教占古舟(特巧1支援部)

ll山城養護学校,教諭(特別支援部)

打山城養護学校・教諭(特壻1支援自!)

南 11城養護学校・教諭(特別支援打!)

南 11城養護学校・教諭(特増1支援邦)

1打山城養護学校・教諭(特巧1支援部)

南山城養f隻学校・印1校長

lalr属・I敵名

公立市丹病院・1占千申科神経科医長

十11会福祉法人花ノ木・心理判定貝

ヤ各1巧i育 同・園長

つくし園・施設長

千li会福拍:法人化ノ木・障害者地IPk療市等支援事業コーディネーター

塙丹保lrlFl「保健■健康支援担単副1生長

南丹保健1庁保健=健 康支援担
｀
!li:任

亀同市立亀1司小学校・教諭(追級Ⅲl り`

南月市 工ヽ園剤;小学校・教諭(通級ⅢlJl)

亀岡市立束帰中学校・教諭(通級Ⅲ!当)

南丹「lf1ヽ田部li]デ干1資・教千台〕(i芭千叫い!1)

す1波漢護学校・副校長

月i皮農護学校亀岡分校・副校長

丹波差護学校・苛特部主■

丹波養護学校・教諭

丹波養護学校・教諭

丹波漢護学校・教諭

丹波差護学校・教品舟・(山立活動部療育担肖)

41波養護学校・教言向・(白ち活動部求育Ⅲl 当`)

丹波養護学校・教諭・(山と活動部療育担ヽ)

丹波養護宇十交・教諭。(山JI,舌allキ|ル実育十け
ll)

丹波長護学校・教言命。(riュi舌動部療育十'肖)

丹波差護学校・教諭。(白立活動削;言語すL肖)

ナ1波養護学校・教諭。(ド1立,舌動部i;許Ⅲl当)

丹i度差護学校・教〒命。(山立活動部言語すい
11)

丹波差護学校・教諭(山立f高動部機能討練十,当)

丹渡箕護学校・教話i(rl立i舌動部機市と〕練す'肖)

丹波養護学校・教諭(内立活動部機能訂練オil」1)

ナ+減良護学校・教話舟(11立活動部機能科練十性当)

◆中丹教育局 (界鶴 市以外 ) (中丹養護学校l l F談支f震チーム活用)

専門資格牛氏  名

令有耳

谷康洋

牧陽

朝比奈恭 F

矢'こ和lほ

Flt常市(/卜'電千半)

に師 (特神科)

ll師(整形外科)

臨床′と、理 に

所属・職 名

府立中丹門保健所・保健=Ⅲl肖係長

福知11ltD 4じヶ丘病院クリニック「まほら」

牧整形外科「兵庇・1売長 (学校に)

スクールカウンセラー

福角l山■閑・施設長
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| (出] J :己

'終Fヨ子平Z客

亀井博幸

1中内1享′苫

内村竜PLl

亀井和博

典付康枝

注井泉

藤原優 子

下川美和子

尾崎i往子

|1野義
一

ナ十に1党了

高ヽ分 千品

|[l  t i l十告之

合ヶl「裕美十士

特】1文授教育 lrsv

″亡ヽP世リハビリテイショントレー

臨ll発達心理 lf

皇～館人,fl会 福祉学部・教授

福知山児童lll談所。十日訣係長

あやべ作業所・施設長

福知山公共職業安,ど所専門伸談部門 就職促進指導上

福知 11市土南陵中学校・教諭(通級す吐当)

絵却!市↓二十をキF中学校・教諭(連級担ち)

福知||IJ市也Brイ和小学校・教:;s(通級lll当)

綾部市セ戒部小宇校・教諭(通級担当)

中ナ+養護学校・高J校長

中ll養護学校・部工事

中丹養護学校・部工事

十一    中 丹養護学校・部 事ヽ

「Ⅲ lt養言隻|■1交・教言命

中丹養護十1資・教話i

El」′}夫i隻ナ|1夜。孝安占命

中丹差護宇校・養護教諭

◆中丹教育局(非鶴市)(舞鶴養護学校ftH談支援チーユ、,こ州)

氏  名 卑llrl資格特

円方あかね  に Plll(小児科)

|||ド達人  に 師 (1耕申・神経科)

太 11」1:己

す|こ地時TL  心 理燎法 lf

大泉判:暉

鈴木令 「

橋本真二

J 実`lL3富次

1世島徹

||l ifi告L

付 iよ r  特 号|え授教育 li

森阿ⅢI'‐ 特 別文振教育 |!

米田典 r

羽柴 千秋  特 r」l支援教育上

中十1半子  特 別支援教育 L

山口幸子

付瀬敬則  臨 14く″亡ヽ理 十

七木美冷  心 IIPリンヽビリテイションSV

水 lif吉広

F51怖ケ

|ホ 1出!之

堀1雅 文

仲高久美子 特 号1支援教育 |ど

須邦放広

t末 ,学子  言 語聴売上・特号1支援教育 上

中千町秀一

渡違利行

化織芋    心 理レ ヒヽリテイショントレーナー

町1志村直子

IⅢ木智美

|1時東希子

所属・般名

雅鶴こどと)妹育センター・フ| 児ヽ科医長

IH立病院機構舞鶴医療センター・臨床8f究判!長

掌摯館大学十1二会福れL学部,教授

IHヤ:病院機構蜂鶴医療センター

雅鶴市障常児通|キ1施設きくらんぼ宗|・園長

地域4:活支援センターみずなぎ・センター長

雅鶴市保健福TL部児童・障害福祉課・主査

第鶴公共職共安t所 ・lnll長

トータ′レサホートセンターPFr長

トータルサボートセンター員

雑鶴市、1合悌小学校・教f旬(通T74fll肖)

坪鶴市立令ff7小宇校・教諭(連級Ⅲl当)

坪鶴市立明倫小学校・教諭(通級担当)

堆都市立明倫小学校・教諭(連級担当)

雑鶴市立明倫小学校・教諭(通級Fllち)

中丹教育iう寸肯導上亭

府総合教育センター北部4W修所・教育ffl談研究貝

年鶴養護学校・巨1校長

舞鶴養護宇校・部主事

弊鶴養護十1資・部主亭

舞鶴撲護宇校・部主亨

率鶴養護学校・教諭

拝鶴漢護学校・教諭

舛伝与養:隻を|1電・孝女言命

坪鶴美護学校・教諭

堆鶴養護学校・教諭

韓鶴養護学校・教諭

韓鶴差護学校・教諭

坪鶴美護■| ・々教諭

堆鶴養護学校・養護教諭

坪鶴養護学校・養護教諭
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◆丹後教育局(与隷|の海養護学校打1談支援チーユ、活用)

1( γ i       専 P電資格竿                  Pll属 ・職名

紫わ虻阿1                     近 苺福祉大キ十に会福祉学部・教授

四 ll■)かね  匡 師(小うせ科)           Hlt鶴 二どi〉噴市センター・小児科区長

為賀やよい  1丈師(格子申科)            イ アギ4″亡ヽ身「キ告拓福祉センター附属!夕ヽヒリテーション病院伸祥い1キ+RFM言と,t

i中11 4 rbき                    障 害斉化i舌支援センター結(つい)・コーディネーター

磯野'わかり                    障 害者4Li舌支援センターかt)め・にに相談貝

平ナト英男                    峰 山公共殿業安定ltFr・総析職業指導官

十サト麻IF也                    京 丹後障信者地域生活支援センターt)みの木

竹中龍■                    福 知 !J児荒IH談所・判定指導係長

小牧 千母l  ttTJ l支援教育 |!          官 津市立宮津小学校・教諭(通Tr2担当)

糸|1事十                   宮 iや市主Tf汁中学校・教諭〔通設す'当)

化宅牛   特 弓1支援教育 li          京 す1後市立峰山小学校・教諭(迫殺才旦当)

村 L富美子                   京 丹後市立大,第  小 学校・教諭(迫級II!当)

志水希代美                   京 丹後市立紺野北小学校・教諭(道級担当)

寺田政 F                    京 丹後市立間人小学校・教諭(通級fH導)

荒木1l F  ttP」l支援教育 lf          京 す1後市立鳥取小学校・教諭(通級jH当)

村野ひろjL                   京 ナJ後 十F立に濃小学校・教諭(通級lH当)

lrrll臣1志朗                    伊 IR町ユ|テ快小学校・教諭(j畳級す,当)

青木仲代  特 別支援教育 |!          与 融1野町t加 悦小学校・教諭(通殺+1ち)

田崎山美丁                   与 痢1野町t岩 滝小学校・教諭(j重級lH当)

上井科   特 別支援教育 1言          与 謝野田1立二lPr内小学校・教諭(通投担ヽ)

今井俊行                    与 謝の海養護学校・部キ:亭

中西満毒美                   与 謝の海養護学校・教諭

|サl昧和lr                    与 謝の海漢護学校・教諭

渋谷i童,4                    1,閉 !のれ養護学校・教諭

声原子野                    与 謝の海養護学校・教諭

篠崎て労                     与 諸|のれ養護r十枚・教諭

午!1台|1申                    与 訪iば)海養護学校・教諭

小長谷ルミ 1干辞聴i lf            与 融ヤ)海養護学校・教諭

||卜十Fみはる                       与 討寸の海養護学校・教諭

坂根キ美                    与 謝のれ養護学校・教諭

l_tttSFへ郎                    与 謝のi毎差護学校・教諭

‖lrl恵子                    与 謝の海養護学校・教諭

専門家チーム・巡回相談等に御協力いただ|する方の紹介

専門家チーム:
平成19年度から市町村教育委員会の専門家チームにも御協力いただける医師のリスト
が、日本児童青年精神医学会から届いています3
専門家チームヘの協力を希望される市町村教育委員会は、府教委特別支援教育課ヘ

お問い合わせください。
具体的な協力内容は各医師と御相談いただくことになります.

専門家チーム、巡回相談、校内研修など:
学校環境の中での具体的支援を含めて御協力いただける作業療法士のリストが、京都
府作業療法士会から届いています。
支援を希望される方は、府教委特別支援教育rllへお問い合わせください。
具体的な支援例は加藤先生のコラム(p80)を御覧ください。
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京都府教育委員会

京都府特別支援教育体制推進事業調査研究運営会議

特llJ支援教育充実デイド
～ ―八―人のエースに応じた支援を進めるための

各支援地域、学校での実例こ新たな取組 ～

平成19年3月 31日

京都府教育委員会

〒602-8570 京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町

TEL:(075)414-5835(特 別支援教育課)

F A X : ( 0 7 5 ) 4 1 4 - 5 7 3 9

執筆協力者 :専門家テーム委員、各教育局担当指導主事、養護学校巡回相談窓日担当者、

亀岡市教育委員会

京都障害児者親の会、日本自閉症協会京都支部、京都LD親の会たんぽぱ、

ONLY O N Eの会 (高機能自閉症 ・アスペルガー症候群及び周辺の発達障害親

の会)及 び京都ADHD親の会クローバーの各代表者

資料提供者 :朱雀高校、城陽高校、西舞鶴高校、その他協力校




